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研究成果概要
技術の概要：
安全で安心できる生活環境への要求が高まっている。FBG（ファイバーグレーティング）はその実現のための高精度な光センサーシステム構築のキーデバイスである。光ファイバーのコアに約0.5ミクロン間隔で屈折率の高低の繰返し格子を作り、入射光のうち、特定波長の光のみ反射させ、それ以外は通過させる。2光束干渉法をもちいた新技術により、1枚のマスクで広い波長帯に対応でき低コスト。しかも不要なサイドローブを抑制した高品質FBGである。 

産業界へのアピールポイント：
シンプルな光ファイバーデバイスである、ＦＢＧの高精度高性能作製技術を有する。可視から赤外までの領域において、任意の反射光波長、波形を設計作製することができる。共同研究開発できる応用分野を探している。 

技術の特徴：
２光束干渉法による作製技術。一般の作製方法によるＦＢＧよりも反射光波形の半値幅が狭く、サイドローブが極端に低い特徴がある。例えば、反射光波長を０．５ｎｍ間隔で違えたＦＢＧを連続作製することができる。 

想定される用途：
光ファイバーによる各種センサー用途。電気的な信号伝播が難しい場所でのセンサー用途など。 

関係する助成制度：
ＮＥＤＯ即効型地域新生コンソーシアム研究開発事業、文部科学省独創的革新技術開発研究、香川県産官学共同開発事業、科学研究費補助金、ＪＳＴ地域イノベーション創出総合支援事業重点地域研究開発推進プログラム 

企業に期待するもの：
ＦＢＧは特定の波長の光を反射するシンプルな光ファイバーデバイスであり、センサー用途として使われはじめているが、まだまだ用途は広いと思う。ぜひ一度見ていただいて、いっしょに応用分野の開拓を行いたい。 
以上

